
書式第 12号 (法第28条関係 )

令和 2年度 事 業 報 告 書

牛整 上墾 壁 塾 憂 _製 国亘皇麺 菫 量筆 豊

1 事業の成果
「ともに生きる、ともに歩む」を共通の理忘に、全国の盲導犬訓練法人施設の連合体として、視覚

障害者が盲導犬を使用し自立と社会参加を図れるよう、広く盲導入の普及啓発、相談、盲導犬無償

貸与への助成を実施した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非常利活動に係る事業 (事業費の総費用 【50,488】 千円)

事 業 報 告 用

定款に記
載された
事業名

事業内容 同時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象
者
人数

事葉費
(千円)

普及啓発
事業

・ ア ユIッ

ター6千枚を作成配布、
店舗等に補助犬同伴可ス
テッカーを配布した。
・墨字版・点字版・CD版
の盲導入情報を作成・配
布した。
・寄附・募金箱
力企業へ、良い
捉えて感謝状を
送した。

設置協
機会を
贈呈・郵

・連合会オリツサル盲導犬カ
レンダーを作成・配布し、
盲導入事業への理解と
支援、普及に努めた。
・補助犬同伴可ステッカーを
掲示している店舗宛て
に盲導犬ハンドブックを発
送し、業種ごとに1-ザ ー

ヘの対応方法を啓発し
た。
・等身大盲導犬募金箱
について、1台の新規
導入、33台の修理入替
を行つた。
・ D∪ETサポーター向けの
活動報告書「D∪ETサホ

°

―ター通信∨OL」 」を
200部発行、サホ・―ター会
員及び支援企業へ配布
した。
・ D∪ETサホ

・―ターチラシを
4千枚増刷・配布した。

4月 1日～
3月 31日

9月、3月

4月 1日～
3月 31日

9月～3月

10月

4月 1
3月 3

日

1 日

・募金箱設置
店
。公共施設等

・ 目
」∠
モヨ、

館 行

‐F]

導入使用
点字図書
政機関等
附・募金箱

設置協力企業

。寄附者、関
係各所

・公共施設等

・全国のスーハ
・―

店頭等

|・ サホ
°―ター会

1員、寄附・募
1金箱設置協力
企業

・寄附・募金箱
設置協力企業
各所

職員 1名

職員 1名

職員 2名

職員 2名

職員 1名

市・全国の
民、企業や団
体等
。視覚障害者

・寄 :イ」・募金
箱設置協力企
業

。寄附・募金
箱設置協力企
業

・全国の盲導
入使用者

。寄附・募金
箱設置協力企
業

・寄附・募金
箱設置協力企
業

・全国の盲導
入使用者

万人

約千人

約千人

12,549

相談事業

・盲導大貸与希望、入

店拒否、使用者相談、

事業者・市民相談など

177件を受付対応し、
具体的な解決を図つ

た。

4月 1日～
3月 31日

・ 事潟局相談
室

職員 5名 。視覚障冒看
・ 全国の市
民、企業、団
体等

万 人

596

|

|

1約 31
1万人
|

|

|

名

　

　

名

５

　

　

　

５

Φ員
　
　
　
　
　
一員

職
　
　
　
職|

16月 1日～
13月 31日
|

|

|

|

14月 1日～

13月
31日

|

:iヨ膏「ラ



。百導却 ―,一への,レーム
通報について、苦情解
決対応フローチャートに沿って
各施設と連携して解決
に努めた。

4月 1日～
3月 31日

。事務局相言炎
室

職員 5名 。全国の盲導
入使用者
。視覚障害者
・全国の市
民、企業団体
行政等

約千人

約 31
万人

資格認定
事業

・盲導入育成の担い手で
ある
象に
開催
名を

|

訓練施設職員を対
資格認定審査会を
し、盲導犬訓練± 4
資格認定した。

8月 1日～
3月 10日

・ 訓練施設を
認定審査会場
として学科・実
技審査をオンライン
により実施。

1昔t員 2名
審査員
8名

。盲導犬育成
訓練施設職員
(受験者 4名 )

4名 66

職員養成
支援研修
事業

。新型コロす禍のため、
今年度は行わなかった。

な し な し な し な し な し O

使用者団
体相互協
力事業

。新型コロす禍のため、
今年度は行わなかった。

な し な し な し な し な し O

情報交換
及びネッ
トワーク
構築事業

・訓練施設と盲導入育成
普及に向けた協議 (運営
委員会)を 5回開催し
た。
・盲導犬育成訓練施設の
職員向けセミナーとして「盲
導大育成シ

・
ヤハ
・
ンセミす―」を

オンラインで開催した。
。日本盲人社会福祉施設
協議会 自立支援部会盲
導犬委員会の「令和元
(2019)年度盲増大訓練
施設年次報告書」の製本
を行い、関係各所へ発送
を行った。
・ AN∧ |こよる盲導入割
引輸送協力の利用 26回
の取り次ぎ橋渡 しを行
った。
・自販連盲導犬育成基金
の終了に際し、残余財産
の寄附を受け、ハーネスドッ
グを 600個制作、各施
設へ配布した。

4月 1日～
3月 31日

2月 17日

5月

4月 1日～
3月 31日

10月

・書曲1回、オン
ライン4回

。オンライン

。事務局

職員 3名
施設職員
8名

職員 2名

職員 2名

職員 3名

職員 2名

・ 全国の盲導
入使用者

言||

言||

盲導
1練施 |

盲導
1練施 |

犬育成
05そ

犬育成
設職員

・盲導入育成
施設 11施 設
等

・盲導大育成
訓練施設
・盲導入関係
者
・盲導大育成
訓練施設、全
国の盲導入使
用者

約千人

約
130
名

約千人

1,199

財政基盤
支援事業

。盲導犬育成訓練施設の
盲導入無償貸与事業に
かかる費用の一部助成
及び補助を合計 18頭分
行った。

。盲導犬育成
訓練施設

職員 2名 ・全国の盲導
犬使用者 約千人 36,OOO

調査研究
事業

。盲導入育成訓練施設に
おける新型コロすウイ
ルス対策について調査
を行った。

4月 職員 1名
・全国の盲導
入使用者 約千人 72

国際交流
事業

。新型コロナ禍のため、
今年度は行わなかつた。 な

し な し な し な し な し O

顕彰事業

。長年にわたり盲導犬事
業に貢献のあつた副理
事長の退任に伴い、感謝
状の贈呈及び記念品の
授与を行つた。

11月 4日
・ 日盲総合センタ

職員 4名
全国の盲導入

使用者
約千人 6

|

。事務局

。事務局

4月 1日～
3月 31日

|

|。 盲導犬育成
1訓練施設
|

|

|

|



(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)
定款に記
載
された
事業名

事X内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

盲導入ク
・

ッス
｀
販売

事業
実施しなかった。 な し な し な し O

|

|

|



13 28

σ)

1 受取会費
正会員受取会費
2 受取寄附金
個人寄附金
団体・法人寄附金
特別寄附金
募金
3 その他収益
受取利息
指定正味財産振替額
経常収益計
Ⅱ 経常費用
1 事業費
(1)人件費
給与手当
法定福利費
退職給付費用
人件費計
(2)そ の他経費
旅費交通費
通信運搬費
消耗什器備品費
消耗品費
印刷製本費
水道光熱費
賃倍料
諸謝金
渉外費
雑費
支払手数料
業務委託費
資料費
盲導犬育成助成
盲導犬育成補助
調査費
広告宣伝費
リース料
その他経費計
事業費計
2 管理費
(1)人件費
役員報酬
給与手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
(2)そ の他経費
印刷製本費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
賃借料

正

経常収益

令和2年度 活動計算書

¨
‐
和2年 4月 1日 から令和3年 3月 31日 まで

認定特定非営利活動法人 全国盲導犬施設連合会
(単位 :円 )

76,225,717

科 金 額

850,000

318,842
385,733
713,233
510,937

015,200
290,922
430,803

100,928,745

850,000

16 022 885
117 801 630

25,736,925

317,827
3,337,730
1,985,100
271,405
3,775,028
139,605
1,476,600
15,000
57,793
0

340,178
1,758,188
150

20,000,000
16,000,000

0

176,000
838,188
50,488,792

120

2,146
447
157

57

000
601

656
439
878

40
90
17

91

94
08
00

一

И

二

７
■
一
Э

一

９

一

２

一

９

一

２

一



リース料
保険料
租税公課
支払手数料
渉外費
業務委託費
資料費
広告宣伝費
雑費
その他経費計
管理費計
経常費用計
当期経常増減額

Π 経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
経理区分振替額
当期一般正味財産増減額
前期繰越一般正味財産額
次期繰越一般正味財産額

【指定正味財産増減の部】
1 受取寄附金
盲導犬育成施設の財政基盤確立支援事業寄附
指定正味財産運用益
2 -般 正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
前期繰越指定正味財産額
次期繰越指定正味財産額

越 正

※今年度はその他の事業を実施していません。

359,220
16,800
3,577
96,961
27,645
61,090
32,894
44,000
90 420

6 636 821
82 862 538

3,707,247

34,939,092

34,939,092
0

34,939,092
387,286,452

△ 5 499 576

10,500,000
424

△  16,000,000

422,225,544

△ 5,499,576
42,444,961
36,945,385

459.170.929
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「
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書式第 15号 (法第28条関係 )

資産の部

1 流動資産
(1)現金・預金

現金

普通預金

郵便振替

現金・預金計

(2)そ の他流動資産

前払費用

仮払金

その他流動資産計

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)無形固定資産

電話加入権

無形固定資産計

(2)投資その他の資産

固定性預金

敷金

特定資産盲導犬無償貸与積立金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

令和2年度 特定非営利活動に係る事業 貸借対照表

令和3年3月 31日 現在

認定特定非営利活動法人 全国盲導大施設連合会
(単位 :円 )

資 産 合 計

Π 負債の部
1 流動負債
未払金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
退職給付引当金

固 定 負 債 ′、
計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
1 指定正味財産
前期繰越指定正味財産額

当期指定正味財産増減額

指 定 正 味 財 産

科
日

［ 金 額

36,925

196,909,883

29,024,642

225,971,450

246,100

214,236

460,336

144,000

144,000

209,000,000

470,000

36,945,385

246,415,385

226,431,786

246,559,385

472,991,171

194,447

415,093

13,210,702

13,210,702

609,540

13,820,242

42,444,961

∠S.5,499,576
′ゝ
計 36,945,385



472,991,171

2 -般 正味財産
前期繰越一般正味財産額

当期一般正味財産増減額

一 般 正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

387,286,452

34,939,092

422,225,544

正 味 財 産 合 計 459, 170,929



書式第 15号 (法第28条関係 )

令和2年度 その他の事業 貸借対照表

令和3年 3月 31日 現在

認定特定非営利活動法人 全国盲導犬施設連合会
(単位 :円 )

科
口
］ 金

百
］^
々
，

I 資産の部

1 流動資産
現金預金

未収金

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

2 固定資産
定期頂金

敷金

流 動 負 債 合 計



令和2年度 計算書類の注記
特定非営利活動法人 全国盲導犬施設連合会 令和3年 3月 31日 現在

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法 人
会計基準協議会)によっています.

(1).固定資産の減価償却の方法
投資その他の資産 :洗い替え法
(2).引 当金の計上基準
退職給付引当金 l職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき当期末に

発生していると認められる金額を計上しています。なお、退職給付債務は期末
自己都合要支給額に基づいて計算しています。

(3).消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事業費の内訳
事業費の区分は以 ドの通りです。
(1/2) 〔乱さ〕(単● :11)

ll,844,452

1,131,372

781,408

3,232,826

371,265

206,986

2.108,′ 111

284,167

109,255

1,1()3,938

62,642

59,255

689,272

125,280

50,631

13,757,232 3,811,077 2,501,833 l,225,835 865,183

256,222

3,112,783

1,985,100

159,660

3,700,186

55,341

590,640

15,000

7,972

88,000

478,968

340,178

1,758,188

97,031

12,239

27,923

295,320

44,(,00

119,736

7,240

1,738

57,508

12,5′18,738 596,249 66,486

4.407.326 2.568.319 1.225,835 865,18326,305,970

(人件費)

給与手当

法定福利費

退職給付費用

(人件費)計
(そ の他経費)

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

印刷製本費

水道光熱費

支払手数料

業務委託費

会 議 費
資 料 費
盲導犬育成助成

盲導大育成補助

広告宣伝費

リー‐ス料

(そ の他経費)計
合計

料

金

費

費

借

謝

外

賃

諸

渉

雑

業科 目

1 相談事業費



(2/2)

3使途等が制約された寄附等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は459,170,929円 ですが、そのうち36,945,385円 は、 ド記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は422,225,544円 です。

[社込:(単位 :|」 ,

「●込:(い位 .円
'

4

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考
青準大介|■施法の財瞑 盤ヽ籠立支援事業,叶全

合計

42,444,961 10,500,424 16,000,000 36,945,385 盲導大無償貸与として取り崩し

遺贈寄附及び利息受取のため増加

42.444.961 10.500.424 16,000,00() 36,945,385

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額
(1)無形固定資産
電話加人権

(2)投資その他の資産
固定性預金

敷   金
合計

144,000

209,000,000

470,000

0

0

0

144,000

209,000,()00

470,000

0

0

0

144,00()

209,000,000

470,000

209,614,000 209.614.000 209.614.00()

の

特定資産の内

5.その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか

にするために必要な事項

科 目 特定葬習爾屁勇爾[孫お毒頭ξ
~~~~~~~~~~~~~~

合計
情報・構築事業 財政支援事業費 調査研究事業妻 国際交流事業費 顕彰事業費

(1:|::ill11計

(需」[::品費

:馨
:

ユ
   

¨
●

毀針う1:多

1,664,141

156,252

122,631

368,184

45,221

30,379

714,082

92,727

46, 129

167,166

19,708

14,003

122,728

2,288

10,126

22,015,200

2,290,922

1,430,803
1,943,024 443,78′ 1 852,938 200,877 135,1′ 12 25,736,925

61,605

70,995

97,768

17,334

55,841

590,64n

43,231

22,000

239,484

20,000,000

16,000,000

49,681

150

22,000

6,590

317,827

3,337,730

1,985,100

271,405

3,775,028

139,605

1,476,600

15,000

57,793

0

340,178

1,758,188

0

150

20,000,000

16,000,000

176,000

838,188
1,198,898 36,()00,000 71,831 6,59(| 50,488,792
3 141 922 36,443,784 924,769 200,877 141.732 76,225,717

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

42,444,961 10,500,424 16,000,000 36,945,385 盲導入無償貸与として取り崩し

遺贈寄附及び利 B受取のため増加

42,444,961 10,500,424 16.000,000 36.945.385

特定資産盲導犬無償貸与積立全

合計

睦1茎量豊麺亜



事業費と管理費の接分方法
・人件費については、各事業の従事割合に基づいて計算しています。
・賃借料、光熱水料費、電話代 通信運搬費、コピー・カウンター料他 印刷製本費、
倉庫保管料・発送費・業務委託費・通信運搬費、広告宣伝費、 リース料については、
予め決められた按分割合に基づいて計算しています。

引当金の

1,588,242 13,210,702 職員に対する退職金に備ぇた資金.退職金引当金

合計 11,622,460 1,588.242 13.210.702

備 考

1 116224601

E三憂彊菱百
~¬

13区
=亘
コ



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和2年度 財産目録

令和3年 3月 31日 現在

認定特定非営利活動法人 全国盲導大施設連合会

(単位 :円 )

科 日 金 額

資産の部

1 流動資産
現金・預金

現金

普通 預金
郵便 振替 口座
現金・預金 計
その他流動資産

前払費用

仮払金

その他流動資産 計
流 動 資 産 合 計
2 固定資産
(1)無形固定資産

電話加人権

無形固定資産計

(2)投資その他の資産計

固定性預金

敷金

特定資産盲導犬無償貸与積立金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
退職給付引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

36,925

196,909,883

29,024,642

226,431,786

246,559,385

472,991,171

225,971,450

246,100

214,236

460,336

144,000

144,000

209,000,000

470,000

36,945,385

246,415,385

194,447

415,093

609,540

13,210,702

13,820,242

13,210,702

459,170,929



書式第 17号 (法第28条関係 )

令和2年度 その他の事業 財産目録

令和3年 3月 31日 現在

認定特定非営利活動法人 全国盲導大施設連合会

(単位 :円 )
＝
イ
■
■

曰

【 金 額

資産の部

1 流動資産
現金預金

未収金

流 動 資
2 固定資産
定期預金

固 定 資

産 合 計

産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

流 動 負
2 固定負債

債 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 全 導犬施設連合会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

ビ以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)
函各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1
・監事

イノウI ■キヒ]

丼上 幸彦

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

■:   月   日

年 月 ||

/~~｀、

|,、

晉ラ
|・ 監事

ハシモト テルオ
_

橋本 照夫

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

・監事
トノツ
｀
カ ユウイチ

殿塚 猷―

令和2年 4'11日

令和2年 11月 4日

年  月  日

年  月  日

4

′
´ ~｀
ヽ

1理ラ|・監事
イトウ ノフ
・
カタ

伊藤 信賢

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

`l:
月

月

日

日年

0

′
´~、
ヽ

|、

こぅ
"監

事
ヒラサキ ノリオ

平崎 憲夫

令和2年 4月 1日

令和2年 11月 4日

年   月  日

年 月 日

6

′
~́｀
ヽ

甲ラ・監事
夕カハシ フ
・
ンキチ

高橋 文吉

令和2年 11月 4日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

7

/´

~｀
、

|、、F:ヲ
・監事

イトウ サンシ
・

伊藤 賛治

令和2年 11月 4日

令和3年 3月 31日

年 月

月

日

イ
l: 日

8

′
´ ~｀
ヽ

り 艦事
ハマモト カツ]

漬本 捷子

令和2年 4月 lH

令和2年 11月 4日

年

年

月

月

日

日

9
・監事

ヒラヨシ カス
・
ノリ 令和2年 11月 4 Fl

令和3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

10
′
´~ヽ
ヽ

lcヲ・監事
ホリク
・
チ キ∃夕力

堀□ ,青隆

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年 月

月

日

日年

|

平芳 ―法



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11

タナカ ヒサヤ
・監事

田中 ス也

令和2年 4月 1日

令和2年 12月 30日

年

　

年

月

　

月

シノタ
｀
 リンカ

篠田 林歌

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

年

　

年

月   日

月   日

13
ホシノ ]ウキ

星野 紘紀

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

令和2年 4月 1日

令和3年 3月 31日

1/⌒、

121惨り・監事

|~

/~｀、

理事で,



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人全国盲導犬施設連合会

氏    名 住 所 又 は 居 所

1

(公財)北海道盲導入協会

会長

伊 藤 信 賢

2

(公財)東日本盲導入協会

理事長

高 橋 文 吉

3

(公財)日本盲導大協会

理事長

丼 上 幸 彦

(社福)中部盲導犬協会

理事長

伊 藤 賛 )台

(公財)関西盲導大協会

会長
平 芳 ― 法

6
(社福)日本ライトハウス

理事長
橋 本 照 夫

7
(社福)兵庫盲導入協会

理事長

堀 □ 清 隆

8

(公財)九州盲導入協会

理事長

中 村 博 文

9

全国盲導大施設連合会

事務局長
篠 田 林 歌

10 禾□ 孝 文

5

4


